
（別紙３）

～ 2025年2月14日

（対象者数） 10名 （回答者数） 10名

～ 2025年1月24日

（対象者数） 20名 （回答者数） 20名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

他事業所や園の現場研修による受け入れと資質向

上。

2

令和７年度より併用通園を開始。就園後の通園利

用、保護者の相談の場の提供。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業内容、業務分担の見直しと共有を行う。

2

3

職員の資質向上のための研修を行っている。 他施設、他園との職員間の交流を行っている。

通園利用内容（預かり保育、併用利用）の拡充。 預かり保育時のシフト調整を行い、スムーズに業務

がすすむことができるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

通園、相談、訓練の各グループの事業所としての事業内

容の共有が不十分。

それぞれ複数の事業を並行して行っているため。

2025年1月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 那覇市こども発達支援センター

○保護者評価実施期間
2025年2月3日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


